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経 済 民 生 常 任 委 員 会 記 録 
 

平成 30 年４月 23 日（月）午後１時 58 分～午後４時 13 分（９階 909 会議室） 

 

○出席委員（９名） 

委 員 長 石原洋三郎 副委員長 誉田 憲孝 

委  員 佐々木 優 委  員 後藤 善次 

委  員 斎藤 正臣 委  員 黒沢  仁 

委  員 佐久間行夫 委  員 山岸  清 

委  員 渡辺 敏彦   

○欠席委員（なし） 

    

○市長等部局出席者（なし） 

 
○議  題 
「本市農業の 6 次産業化の推進に関する調査」 

 

（１）参考人招致 

ＪＡふくしま未来 本店営農部直販課 

福島地区センター長  菊田 浩二 氏 

  （２）意見開陳 

 

  （３）その他 

 

 

               午後１時58分    開 議 

（石原洋三郎委員長）ただいまから経済民生常任委員会を開会いたします。 

 議題は、お手元に配付の印刷物のとおりです。 

 初めに、参考人招致についてを議題といたします。 

 本日の参考人招致は、ＪＡふくしま未来における農業の６次産業化推進に向けた取り組みというこ

とで、ＪＡにおける６次産業の推進方針など基本的な考え方について、ＪＡから見た６次産業化の市

内の状況について、ＪＡの６次化商品の販路について、福島市や他自治体との連携状況と今後の連携

可能性についてなどを聴取するため、ＪＡふくしま未来営農部直販課福島地区センター長、菊田浩二

氏にお越しいただいております。 

 参考人招致に関して注意事項を申し上げます。参考人は、あらかじめ依頼した事項、事前質問につ
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いて、意見を準備して出席します。そのため、事前質問以外の事項について意見を求めた場合、委員

長は委員の発言を制止することができますので、ご了承願います。ただし、参考人の了承を得られる

ならば意見を求めることができます。 

 参考人招致には、証人と異なり、百条調査のような強制力がなく、委員から依頼して出席を求める

ものですので、参考人に対し礼節を尽くし、追及するような質問をしないでください。 

 本日のスケジュールは、参考人招致実施要領及び次第のとおりです。スムーズな議事進行にご協力

をお願いしますとともに、せっかくの機会ですので、有意義な会議になるよう活発なご質疑をお願い

いたします。意見の開陳についてはそれぞれ約45分、質疑応答に約45分、合計90分以内で行います。 

 参考人招致終了後に、次第のとおり、意見開陳を委員のみで行います。 

 それでは、参考人をご案内してまいりますので、暫時休憩いたします。 

               午後２時01分    休  憩 

                                              

               午後２時07分    再  開 

（石原洋三郎委員長）それでは、委員会を再開いたします。 

 本日は、本市生産者に寄り添い、身近なところでさまざまな事業を展開されているＪＡふくしま未

来の６次産業化の取り組み状況を確認するため、参考人として、ＪＡふくしま未来営農部直販課福島

地区センター長、菊田浩二様にご出席をいただいております。 

 この際、参考人に一言ご挨拶を申し上げます。本日はお忙しい中、経済民生常任委員会のためにご

出席いただきまして、誠にありがとうございます。ＪＡ様におかれましては、ことしの農始祭のとき

もそうでありますが、経済民生常任委員会に対しまして常日頃からご指導、ご鞭撻、ご支援をいただ

いておりますことに心から感謝を申し上げる次第でございます。 

 本市農業は、全国の自治体が抱える課題と同様、農業従事者の高齢化や担い手の減少、農産物の価

格低迷や風評による収益減少、耕作放棄地の拡大など、依然として厳しい状況が続いております。農

産物の消費拡大、農業所得の増加や農業経営の強化、農業の魅力向上など、多くの分野に効果をもた

らす６次産業化への期待や関心がますます近年高まりを見せているところでございます。 

 そのような中、福島大学は食農学類の設置を決定、本市においては平成28年度より６次産業化推進

のための専門部署を新設し、取り組みを開始しておりまして、本市農業を取り巻く環境は大きな転換

期に差しかかっているところでございます。６次産業化に取り組む絶好の契機と捉えまして、今後の

方向性や推進の可能性につきまして忌憚のないご意見をいただきまして、ご教示賜りますようお願い

を申し上げるところでございます。本日は、どうぞよろしくお願いいたします。 

 早速でありますが、議事の順序等について申し上げます。初めに、参考人からご意見をお述べいた

だき、その後、委員の質疑にお答えいただくようお願いいたします。 

 それでは、参考人からご発言をお願いいたします。着席のままお話しください。 



- 3 - 

（菊田浩二参考人）それでは、改めて、こんにちは。今ご紹介いただきましたＪＡふくしま未来営農

部直販課の菊田浩二と申します。直販事業に関しまして、ちょっと私も２年目という経験浅いもので

ございますから、本日の今回の参考になるかどうかわかりませんけれども、よろしくお願いをしたい

と思います。 

 食品の全てに関してでございますが、安心ということにつきましては、消費者に対して販売業者に

とって不可欠なものでございまして、東日本大震災から７年が経過した現在でございますが、農産物

の販売につきましては、風評被害の払拭100％とはまだ言い切れていないところがございます。全ての

農作物に対しまして、ＪＡといたしましては出荷前にトレーサビリティー、生産履歴管理、また栽培

管理日誌、農業防除日誌の提出をいただいて、さらには放射性物質検査のモニタリングというものを

実施しておりまして、食の安全安心を管理、確保して、日々販売業務、直売所展開を実施してきてい

るところでございます。また、主要市場におきましてトップセールスを開催いたしまして、安全安心

の情報発信はもとより、くだもの王国ふくしまのＰＲ活動に力を入れているところでございます。ま

た、平成29年度につきましては、東京都におきまして、当組合長、さらには営農関係、主要市場、東

京関係の、市議会の皆さんにお集まりをいただきまして、安心安全のＰＲを展開して、販売に関しま

してご協力をいただいた経過がございます。また、量販店等におきましても試食販売等の地道なＰＲ

を活動してまいりまして、福島市のおいしい果物のＰＲを展開してまいった所存でございます。 

 本題の（１）番のＪＡにおける６次化産業の推進方針などでございますが、管内におきまして農家

組合員の方が１年間かけて丹精込めてつくりました農作物に対しまして、残すところ１粒まで活用い

たしまして、付加価値の向上、創造する取り組みを実践いたしまして、最終的に農家組合員の所得向

上、さらには地域経済の活性化を趣旨といたしまして、６次化商品の開発から販売に取り組んでいる

ところでございます。 

 （２）のＪＡから見た６次化商品の市内の状況でございますけれども、皆さんご存じのように、福

島市管内の農業従事者、組合員に関しまして、昨今、新規就農者の数も大変少なく、また後継者不足

によります高齢化が年々進んでいるのが現状でございます。生産者が、組合員の方がみずから６次化

商品を開発、加工、販売する場合につきましては、まず一番大きい問題になっておりますのが資金調

達、加工の施設の場所、さらには衛生管理、労働力、あとはマーケティングなどで必要なパソコン関

係の知識、さまざまな工程、要素が求められているのが現状でございます。また、みずから加工でき

ない場合、６次化商品に取り組みたいという生産者の方には、外部への加工発注、ＯＥＭというもの

がございますが、そういうものをみずから探して６次化産業に取り組んでいかなくてはいけません。

このようなさまざまな過程、問題をクリアしないと６次化商品が誕生しないわけでありますが、なか

なか現在の社会事情の中では厳しいものがございます。このような現在６次化商品に取り組んでいる

市内の農家は非常に少ないわけでございますが、福島市内でも農協で把握しているのは約12軒ぐらい

かと思いますが、この農家につきましては、大型農家であったり、さらには後継者、若い20代から30代
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ぐらいの方がいらっしゃる農家に限定されておりまして、なかなか福島市内におきましても６次化商

品というのが発表というか、誕生していないところが現状でございます。また、当ＪＡにおきまして

は、女性農業者、また食や農に興味のある一般消費者を対象に、みらいろ女子会というものを昨年度

結成いたしまして、約174名の方が会員になられまして、６次化商品、現在皆さんのほうにきょう資料

として美味四宝というものをご持参してまいりましたけれども、約63品種になるのですけれども、こ

の中のジャムであったり、あとはセミドライフルーツであったり、そういうものを活用してアレンジ

メニューの考案、開発、試食会などを定期的に開催をいたしまして、６次化商品の付加価値を高揚す

るような活動を現在しているところでございます。この試食会から一応誕生いたしましたのが未来彩

ジャムのいちごミルクと、あとはいちごジャスミンというようなことで、２品種、４月に６次化商品

として、ここら、直売所のほうで販売をさせていただいております。また、平成27年には地元企業の

銀嶺食品様とのコラボによりまして、地元の玄米を使用いたしましたここら玄米パンというものを発

表させていただきまして、年間、金額ベースでは約6,000万円ぐらいかと思いますが、一応これは直売

所のほうで販売をさせていただいております。また、昨年度から銀嶺さんの職員によりまして松川地

区のほうに約40アールほど土地をお借りしまして、米粉の栽培を実施いたしまして、６次化商品のこ

こら玄米パンというようなことで力を入れて販売をしているところがございます。この２点につきま

しては、両方銀嶺さんでありますが、やはり地元企業とのコラボというようなことで、ＪＡといたし

ましても大変力を入れている事業でございます。 

 次に、３番目のＪＡの６次化商品の販路というようなことでございますけれども、当ＪＡふくしま

未来におきましては、果物のジュース、ジャム、酒、あとお菓子などさまざまなジャンルの６次化商

品につきまして、63品目ほど、市内の直売所12店舗、さらには各県のＪＡ、日本橋にあります福島県

物産館、あとはインターネット販売、ヤフー、楽天等の参入をいたしまして、全国各地の、また生協、

あとコラッセふくしま店などさまざまな場所、さまざまな用途で販売対応をしているところでござい

ます。販売金額につきましてでございますが、昨年度、63品目につきまして、税込みではございます

が、約9,000万円ほどの販売をさせていただきました。また、直売所におきまして、６次化商品の原点

であります、６次化か、加工か、私たちもちょっと疑問に思っている梅干しとか漬物、これを７店舗

で販売させていただきまして、平成29年度につきましては梅干しと漬物で約1,800万円ほど販売をさせ

ていただいております。また、さまざまなジュースであったり、あとはモモのコンポートであったり、

ジャムであったり、組合員さんの６次化商品を販売しておりますが、全部で12万6,391点の販売でござ

いまして、販売金額につきましては4,400万円ほどの実績がございました。また、梅干しとか漬物につ

きましては、やはり地域の70歳以上の高齢者の方が楽しんでつくっていらっしゃって、販売のほうも、

残らず売ってくださいみたいな感じで、直売所のほうに朝７時ぐらいに持ってきて、加工食品の販売

から製造に関する意欲をのぞかせておりますので、私たちも残らないようにしっかり常日頃販売をさ

せているところでございます。 
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 また、2020年開催の東京オリンピックに向けまして、農協の団体、または個人でのＪＧＡＰの取り

組みに積極的に取り組んでおりまして、当直売におきましても加工場を設置いたしまして、豆腐の製

造であったり、あとはお弁当の製造であったり、しておりますので、積極的なＨＡＣＣＰの取得、推

進等を実現いたしまして、販売戦略といたしまして、強目にＰＲ展開をしている次第でございます。 

 また、近年、消費者さんのほうからの強い要望、さらにはアレルギー物質などによりまして障害を

起こしたり、また最悪の状態の場合は命を落としたりするようなことが発生しておりますので、ＪＡ

といたしましても、食品表示法によりますアレルギー物質７品目のラベル表示であったり、添加物に

関しまして非常に厳しく指導いたしまして、より一層の正確な指導表示を指導している日々でござい

ます。 

 また、販売販路拡大につきましても、ＪＡとしましてさまざまな商談会への参加、イベントの参加

による販売促進、ＰＲを積極的に展開しておりますが、昨年度も私10回ほどの一応６次化商品の商談

であったり、展示会であったり、東京ドームに行ったり、茨城の常陽銀行さんが展開しておりますめ

ぶき商談会等に一応参加をさせていただきましたが、ＪＡといたしましては６次化商品の販路拡大、

強化というのも進めておりますが、基本的にはＪＡの６次化商品につきまして、ここら12店舗で販売

を目的に製造されました日和ジュースであったり、あとはジャムであったり、パンでございますので、

商談に参りますと、ほとんどの業者さんというのですか、仲卸さん、三越さんとか、あとは大手デパ

ートさんもございましたけれども、基本的には当ＪＡでも、今回この中に価格のほうは載せてござい

ませんでしたけれども、小売希望価格の60％で欲しいというようなことで、60％といいますと当ＪＡ

で製造しました卸値を超してしまうものですから、なかなか商談のほうには応じれず、昨年度につき

ましても私も10回ほどの商談会等に参加をさせていただきましたが、商談内容につきましては一つも

なかったというのが現状でございます。 

 また、６次化商品販売の秘訣といいますか、やはりつくったものを売るのではなく、売れるものを

つくると、売れるものはどういうものかといいますと、やはりリピーターがつくような、また食べた

いね、おいしいねというようなものが大切ではないかなと。当ＪＡでも現在未来彩ジャムということ

で、１瓶490円で販売させていただいておりますが、ジャムという感覚ですとちょっと高いのかなとい

うようなことで、私たちも市場調査をさせていただきましたけれども、内容量が140グラムぐらいです

と、三越さんとか、東京の大きいデパートさんだと大体650円から700円ぐらいというような販売状況

でございまして、田舎ですと、やはり福島管内ですと500円近いジャムは高いのかなと。消費者の方に

聞いてみますと、やっぱり300円から350円ぐらいが適正価格ではないかなと、そういうふうなお話を

しておりますが、やはりそういうような消費者の方もおりますけれども、おいしければ値段は少し高

くてもしようがないねというようなことでお話しする方もいるので、今お話ししましたように、つく

ったものを売るのではなく、売れるものをつくるということが大切ではないかなというふうに考えま

すし、ではどういうものが売れるのだというようなことで、消費者とか市場調査をいたしまして、６
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次化商品をつくる前に、企業との交流であったり、あとは消費者からの値ごろ感であったり、いろん

な情報収集が大切ではないかなというふうに私もここ１年間つくづく考えさせられたことでございま

して、今でも、では売れるものというのは何なのというふうに自分で考えるところがあるのですけれ

ども、売れるものというのは一番にやはり小さな子供さん。小さな子供さんというのは、一回食べて

まずかったら手を出しません。僕たちは、義理で、ではもう一つとか、ではもう一杯っていただきま

すけれども、小さい子供さんが食べるもの、そういうものがリピーターにつながりますし、また買っ

てあげたいというのですか、いうようなことが非常に大事ではないのかなというふうにここのところ

考えますし、それ以前に、子供さんが口に入れるものですから、やはり安心安全、先ほどお話ししま

したけれども、販売に関しましては安心安全とは農協のほうでも昨今うたってはありませんが、やは

り消費者から見ますと安心安全なものが一番大事ですし、また先ほどお話ししましたようにアレルギ

ー物質が最近問題になっていますので、その辺も十分ラベル表示の中で安全性をうたっていきたいな

というふうに考えているところでございます。 

 次に、（４）番の福島市と自治体との連携と今後の状況というようなことでありますが、現在、当

ＪＡにおきましては、福島市のふるさと納税返礼品というようなことで、モモのあかつきを採用して

いただいておりますが、ここ２年ほど、天候も悪かったせいか、取扱量が非常に落ちているのが現状

でございます。また、当管内につきましては、農産物ではモモ、ナシ、リンゴの比率が非常に多く、

これから６次化商品で活用するものにつきましてもモモ、ナシ、リンゴが非常に多くなってくるので

はないかなということで、現在みらいろ女子会を中心に、試食であったり、あとは試作であったり、

いろんな売れる商品づくりを直販課のほうでもお願いしているところでございます。 

 例えばこれからどういうことをＪＡではしたいのかなというようなことでありますが、福島市のく

だもの消費拡大委員会のミスキャンペーンクルーとＪＡのコラボによる福島市オリジナルの６次化商

品開発を私はぜひ実現をしていきたいなというふうに考えているところでございます。では、なぜミ

スピーチなのといいますと、やはりミスピーチにつきましては全国的にも非常に知名度が高いもので

すから、ミスピーチというと、やはり強いＰＲ、消費宣伝にもなりますし、また商品開発にミスピー

チが携わっていけば、非常にＰＲ効果が大きいのではないかなというふうに考えますし、また現在、

ことしはちょっと実現は不可能かと思いますが、現在若い世代で、ちょっと私もそっちのほうは疎い

ので、やったことないのですが、ＳＮＳによりますインスタ映えみたいな商品づくり、やはり時代の

流れに乗ったＰＲも非常に効果が大きいのではないかなと思いますし、また年間を通じて福島の果物

等を活用できるのではないかなというふうに、私はそのミスピーチの活用を非常に強く考えていきた

いなと、取り入れていきたいなというふうに考えているところでございますし、また昨年度、私もミ

スピーチさんと明治神宮のほうに東京農業祭というのに参加してまいりまして、モモの販売と、済み

ません。11月でしたから、リンゴ、サンふじやってまいりましたが、昨今ＪＡのほうにつきましても

費用対効果というようなことが叫ばれまして、費用は幾らかかるのだから、幾ら売ってきなさいとい
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うようなことで、なかなかミスピーチさんのほうをあちこちの商談とか、あとは販促に申し込めない

ようなのが現状でございまして、自分の考えではありますが、もう少しミスピーチさんの活用が自由

にできたらというふうな表現はおかしいですが、もう少しミスピーチというようなことでキャンペー

ンクルーの活用を幅広く、格安にというか、ＰＲのために、福島市のために活動いただければもっと

もっといいのではないかなというふうに私考えているところでございます。 

 また、ＪＡと福島市が連帯して事業を起こすことで、大きなロット、福島市につきましてはモモ、

ナシ、リンゴ、やはりそのモモが一番のＰＲ果物にはなるのではないかなと思いますけれども、非常

にたくさんのモモがありますし、またロット的にも、農協ですと、普通の一般農家とは違いまして、

大量生産なんかもできますし、ロットで勝負できる場面もありますし、また最近の大手量販店、スー

パーさんですと、かなり大きい数字の注文がＪＡに入ってまいります。ですから、そういう意味でも

幅広い地元のお土産品など開発が可能なのではないかなというふうに考えるところでございます。 

 また、福島市における地域産業興しの６次化商品の開発として、イノベーター事業の開発であった

り、６次化商品とは何かというような説明会の開催とか、あとは商談会、イベントの参加、これに関

しましてはどういう品物をつくったらいいのかとか、また農家の方々なので、表面に出たり、お話を

したりすることが非常に苦手でございますし、また高齢化のために、やはりそういうふうな会のほう

に気安く行きやすいような場が今のところはございませんので、そういうふうな一般の方々への幅広

い案内であったり、あとは商品開発であったり、資金、補助金制度であったり、いろんな意味で行政、

福島市さんとＪＡが連帯いたし、融合し、農業の新たな地域活性化に取り組んでいきたいなというふ

うに私は考えるところでございますし、また一部の人間の方しか、どうしても、やはり情報収集であ

ったり、あとは情報提供であったり、なかなか一般、末端までの農家組合員の方に行き渡らないので、

もう少し市政だよりとか、あとはテレビコマーシャル等でやはりその辺を今後幅広く活用していただ

ければいいのかなと。どうしても農家の方ですと新聞を読んだり、雑誌を読んだり、あとは当ＪＡで

も農協だよりというようなものを月１回出しておりますが、なかなかやはり目が遠く、老眼が来たり、

字を読むの嫌いなのだとか、本を読んだり嫌いなのだなんていうようなことが多々高齢者の方になっ

てまいりますとふえてまいりますので、その辺もクリアしたＰＲ、あとはご案内等をしていければい

いかななんていうふうに私自身考えておりますので、その辺も今後、私もＪＡの直販課の一人として、

その辺を地域農業振興活性のために努力をしていきたいなというふうに日々考えているところでござ

います。 

 以上で私の意見のほう、説明をかえさせていただきたいと思います。よろしくお願いします。あり

がとうございました。 

（石原洋三郎委員長）ありがとうございました。 

 以上で意見の開陳は終わりました。 

 次に、質疑を行います。 
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 ご質疑のある方はお述べください。 

（山岸 清委員）どうもありがとうございました。 

 それで、これ、いただいた資料、すばらしい、おいしそうなので、早速飲んでみたいなと思うので

すが、これ先ほどご説明の中で、問屋さんと交渉する際に上代価格がわかってしまうとうまくないか

ら、これ値段書いていないということなのですか、このパンフレット。 

（菊田浩二参考人）一応これ幅広く活用するために、商談のために、今おっしゃられたように、価格

のほうは伏せさせていただきました。 

（山岸 清委員）そうすると、あくまでもこれは消費者向けではなくて、卸屋さんというか、商社と

いうか、そういう業者さん向けのパンフレットということですね。 

（菊田浩二参考人）はい、そういうふうなことで作成をさせていただきました。 

（佐久間行夫委員）ご説明ありがとうございました。 

 このパンフレットを見ると、ＪＡさんは６次化で随分進んでいらっしゃるなと、カタログもきれい

だし、何か食べたくなるようなデザインもすばらしいなと思うのですけれども、先ほどの話の中で、

つくれる品物ではなくて、売れる品物をつくらなくてはいけないと、その売れる品物を先ほどいろん

な調査をしましたよという話を伺ったのですが、ほかとの産地との、リンゴだってモモだっていろん

な産地があったり、原材料同じようなところあるのですけれども、ＪＡ新ふくしまの中でどのような

調査で、どのようなこの６次化に結びつけたか、そういった調査の事例なんかを教えていただければ

ありがたいのですが、いかがでしょうか。 

（菊田浩二参考人）まず、一番最初にＪＡでできましたのが、最初にあります、これが福島地区のも

も日和と、あとは……。 

（佐久間行夫委員）これはジュース。ネクター。 

（菊田浩二参考人）ええ。もも日和のジュースと、あとは下にあります桃の恵み、これにつきまして

は伊達地区のものなのでございますが、これが当初、合併したときからあった商品でございまして、

やはりモモとリンゴが福島地区は多かったので、モモ、リンゴ。ナシにつきましては新しい商品でご

ざいまして、あとストレートの桃の恵みというのが前から伊達にありましたやつなのですけれども、

とりあえず私たち一応直販課に入りましたときにはもう既にこのような商品がございました。それで、

各商談会なり、あとは販促に行ったときにいろんな、やはり私も初めての仕事だったので、いろんな

世代の人に声をかけて、ＰＲしながら、どういうものをお望みですかというようないろんなことを聞

いたり、アンケートというふうな書面でのやつは後々残って、詳細整理するのには楽なのですけれど

も、一応口頭で私いろいろ聞きまして、今回やはり売れるジャム、今回みらいろ女子会というもので

女性の方に試食会等いろいろやっていただいたのですが、その前に、１ページに、このジャムを去年

の４月８日に発表させていただきました。正直これにつきましては全然ＰＲとか、そういうことなく、

銀嶺さんと開発をさせていただきました。正直な話、ことしこのジャム全てに関して製造するのに関
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しまして戸惑いました。やはり福島はモモとリンゴなので、ももバターとりんごバター、これが一番

数量的に売れていましたので、この２つだけを残して、ほかの６品目については製造のほうを見合わ

せようかなと思ったのですけれども、たまたま日本でやっております６次化商品の品評会にりんごシ

ナモンというのを出しましたら、このりんごシナモンというのが全国の奨励品に受賞いたしまして、

私たちもこの製造にあたっては、シナモンはなくそうと思ったのですけれども、たまたまそういうの

に賞入ってしまったので、何で入ったかというと、このシナモンについては高齢者の方が結構やっぱ

り人気というか、購入されていたみたいで、リピーターというようなことで、やっぱり東京都内では

結構出ていたみたいなのです。この辺考慮しまして、今回３月の末に、みらいろ女子会で、イチゴと

いうのも伊達地区のほうでイチゴがいっぱいあるので、それでそのイチゴを４月末ぐらいにもう収穫

のほう終わってしまって、最後は加工用のイチゴになるので、ではこれを利用して何かできないかな

というようなことで女性のほうに聞きましたら、やっぱりイチゴはジャムだねと、何で、ももバター

とかりんごバターはあるのですけれども、イチゴジャムがないのですかというふうな、やはりそのみ

らいろ、女の方の意見でイチゴジャム。ですから、やはりそういうふうにして消費者の方、あと大体

食品というのは買うのが女性の方なので、私いろんな人に話を聞くときにはやはり女性を中心に、若

い世代からお年寄りまで話を聞くようにして、いろんな情報収集をして、あとはそういう女子会であ

ったり、そういうふうな場で一応助言というような形でさせていただいております。よろしいでしょ

うか。 

（佐久間行夫委員）このリンゴジャムならリンゴジャム、バターならバターと、別々に普通は塗った

り、食パンにつけたりして食べるのですけれども、どのような調査で、これが確かに売れているのだ

と思うのです、人気があるということは。こういう発想がどのような調査から出てきたのかなと。私

らも今後いろんな調査する中で参考にしたいので。 

（菊田浩二参考人）済みません。一応このりんごバターにつきましては、昨年の４月８日に発表させ

ていただいたのですけれども、銀嶺さんのほう、うちのほうでパンをつくってほしいというようなこ

とで、これにつきましては私が直販課になる前で、ちょっと詳しいことはわからないのですけれども、

銀嶺さんのほうと、何かリンゴとモモにつきましてはネクターというようなやわいモモが出るもので

すから、そういうやつを活用して何かできないかなということで、うちの組合長のほうから銀嶺さん

のほうにお話をしたところ、そういう加工するものであるから、普通の生食でなくてもいいので、ジ

ャムいかがですかというふうなことで開発に入ったというようなことでジャムについては聞いており

ます。 

（渡辺敏彦委員）ご苦労さまでございました。 

 これいろんな加工品あるのだけれども、例えばモモを、今話あったけれども、とりおくれてしまっ

たから、やわらかくなってしまった、ネクターにするしかないとかという話なのだけれども、そもそ

もこの商品向けにつくっている、栽培しているというのはないのかい。あくまでもとりおくれてしま
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った、熟し過ぎてしまった、そういったものの加工品なのか、あるいはリンゴとか何かもいろいろあ

るのだけれども、加工専用でつくっているという形でやっているのだか。おくれてしまったからって

やってしまうと、例えばみんなまともに出荷してしまうと加工品がなくなってしまうのではないかと

思うのね。その辺をどういうふうな体制でやっているのだか、まず１つ聞きたいなと思った。 

（菊田浩二参考人）一応うちのほうの６次化商品で出している商品につきましては、全て共選場に生

食として出荷されたもので、その中から箱詰めできないちょっとやわらかいものなどについて使用さ

せていただいておりまして、一応病虫害果についているやつにつきましては全て除外をさせていただ

いております。 

（渡辺敏彦委員）そうすると、先ほど私が言ったように、収穫おくれがなくて全部生食で出てしまっ

たりしたらば、この商品は非常に少なくなってしまって、例えば注文があっても対応できないという

こともあるという理解でいいのかな。 

（菊田浩二参考人）これにつきましては、全てサンヨー缶詰さんでピューレとして保管をしておりま

すので、一応次の年ぐらいの分までは在庫量としては確保してございますので、その辺の量的な問題

はクリアできているのかなと思います。 

（山岸 清委員）今のピューレとはどういう状態。 

（菊田浩二参考人）どろどろという形で、果物なので、皮をむいて、悪いところを除外しまして、ど

ろどろのネクター状態のような、ジューサーミキサーでまぜたような状態で、ピューレというような

形で……。 

（山岸 清委員）冷蔵庫に入れておくのですか。 

（菊田浩二参考人）ええ、冷蔵庫のほうに入っております。 

（渡辺敏彦委員）何点か聞きたいのあるのだけれども、まずこっちからいってもいいかい。さっきＪ

ＧＡＰの話あったよね。ＪＧＡＰは、農家の人が農産物を出すときにＪＧＡＰなのだけれども、加工

品というのはどうなのだ。あれＨＡＣＣＰとかになるのだっけ。食品関係のやつね。ＪＧＡＰのほう

のかかわりなのか、ＨＡＣＣＰの関係なのだか、例えば加工して出した、農協の管理がしっかりして

いるから、これはＪＧＡＰ通るのだよと出るのであれば、農家の人きっちりやることない、変な話だ

けれども。だから、その辺のどっちのかかわりになってくるの。加工品は、ＨＡＣＣＰのほうでない

のかと思うのだな。どうなっているの。俺わからない。 

（菊田浩二参考人）先ほど一応農協の取り組みというようなことで、ＧＡＰといいますと農業生産工

程管理というようなことで、水はどういうのを使ったとか、肥料はどういうのを使ったというような

ことであるのですけれども、ＪＡといたしましては、安心安全な農業指導をしていますよというよう

なことで、一応ＪＧＡＰという言葉を使わさせていただきました。基本的にはＨＡＣＣＰという……。 

（渡辺敏彦委員）あるのだよね。 

（菊田浩二参考人）はい、国際衛生基準管理という。 
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（渡辺敏彦委員）ここが多分微妙だと思うのだ。そうすると、農家の方々がＧＡＰ取得して物を出し

たらば、加工に回ってしまったと、取得しない人も加工に回ってしまったと、加工して商品にしたと。

その対応というのはＨＡＣＣＰのほうになるでしょう、多分。この辺どうなっている、国に聞かない

とわからないのかと思ったけれども。だから、ＪＧＡＰはいいのだよ。ＪＧＡＰを取得した方々の農

産物の加工品だよと、非常に聞き覚えはいいのだけれども、取得していない人まで一緒になって物が

出てくる、取得しない人ね。それはＨＡＣＣＰのほう、加工品だから、なるという話になってくると

どうなるのかなという疑問なのだけれども。 

（菊田浩二参考人）今の問題でありますが、当ＪＡにつきましても一応ＪＧＡＰ、非常に、230くらい

の工程を合格しないともらえないというようなことで、とりあえずこれの認定になれば、一応出荷物

につきましてはシールみたいなのを張ることが可能なのですが、農協で出荷する場合は、その加工品

等やる場合については、そういうふうな表示は一切考えておりません。ただ、そういうふうなＪＧＡ

Ｐであったり、ＨＡＣＣＰであったり、国際衛生管理基準というようなことでありますが、やはりそ

ういうふうなものについてもＪＡでは積極的に取り組んでいますよというふうなＰＲ段階のことであ

りまして、なかなかハードルが高いので、現在直売所出荷の方につきましては、その下のＦＧＡＰと

いうものが200ぐらいの検査項目であるので、そっちのほうを希望者の方には勧めていきたいなと。た

だし、これを取得したから、高く売れるというふうな保証も全くないので、また高齢者の方ばかりな

ので、うちは面倒くさいという方が、話を聞いてみますと、大半でございます。 

 以上です。 

（後藤善次委員）どうもありがとうございました。 

 先ほどの（４）番、自治体との連携の中で、資金援助というテーマが少しございました。６次化の

説明であるとか、イベントの開催など、いろいろとさまざまに挑戦をしていただいているのですけれ

ども、今、ことし、平成30年度も６次化について福島市も多少皆様にご利用いただきたいということ

で予算化された項目がございます。そんなようなことも加味した上で、資金援助についてはどのよう

な援助があるといいのかなと、あとその援助に対しての周知についても、先ほどのご説明の中に市政

だよりの活用化とかというのは、そういうのも関連してくるのかなという気がしたのですが、その資

金援助についての何かご要望等があればお聞かせいただければと思ったのですが。 

（菊田浩二参考人）ＪＡのほうでは、６次化商品開発にあたっての補助金、そういうのは特別なやつ

はないのですけれども、今後、福島市内というか、福島地区の農業を活性化する上で、ましてやその

高齢者の方ばかりになってまいりまして、私らもこういうふうな商談会であったり、あとは販促であ

ったりすると、ほとんど高齢者の方というのは見受けられないものですから、ことしでしたか、去年

でしたか、私も記憶の中でちょっと定かではないのですが、アオウゼで福島市農業振興室さんのほう

で開催させていただきました商談会のほうにちょっと私も行ったのですけれども、あとはまたこれも

福島市だと思いましたけれども、スイーツフェスタというのもやったのですけれども、やはりそうい
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うところには高齢者の方、年配の方がほとんどいないと、見受けられなかったというような中で、こ

れだけやはり高齢者化している福島地区の農業の活性化というか、誰でも参加できるような、そうい

うふうな形と、あとは資金に関しましては、やはり今なかなか農協のほうも融資に関しましては審査

が厳しくなってまいりますし、ちょびっとでもそういうふうな、助成が、10万円あるのだよとか、や

ってみないかみたいな、そういうふうな窓口の広さというのですか、そういうのがあれば、先ほど言

いましたように、加工品だと私らも思っているのですけれども、農家の人から見れば梅干しとか漬物

については６次化商品というふうに思っている方もいらっしゃるので、その辺も含めて幅広いＰＲな

り広報活動、さらには梅干しとか、そういうのも６次化商品というのであれば、誰でも簡単につくる

ことができるので、そういうふうな勉強会なんかも、あとは今先ほど話ししましたようにラベル表示

が非常に厳しくなっておりますので、その辺の勉強会なんかもできればいいかななんていうふうに考

えているところであります。 

 以上です。 

（後藤善次委員）ありがとうございました。 

 あと、別な角度なのですけれども、６次化に取り組む農家の人たちがやっぱりネックになっている

のは、そのものを収穫するために時間を費やすということで、それを加工する時間まで持っていけな

いというのが現状にあるというお話をお聞きしたことがありました。やっぱり時間の工夫とか、ある

いは何に６次化したらいいのかという知識の習得、それからそれをやる上での技術の習得というのが

あると思うのです。それを考えたときに、生産者の人に対してどんな環境をつくってあげることが、

行政としてどんな環境をつくってあげることで挑戦をすることができるのかなというふうに思ってい

るのですけれども、そのことについては何かご意見ございますか。 

（菊田浩二参考人）昔は、ＪＡのほうで一番６次化に近い商品で、自分でとったモモであったり、あ

とはリンゴであったものをジュースを絞る機械がございました。ジューサーがありましたが、やはり

これにつきましても年々利用者が減りまして、現在のところはＪＡではそういう場所がございません。

また、ＪＡには女性部というものがありまして、そういう方が、組織が農協の施設である台所みたい

な調理場を使うのは可能なのですが、個人的にはなかなか一応申請というか、うちでジュース、６次

化やるからというような形で利用できることが容易でありません。市内に何か水保農村の家ってある

のですけれども、ああいうところなんかは非常に地域の方々がみそづくりであったり、あと女性部が

いろいろ６次化の開発ではありませんが、そういう走りみたいなのを実行するのにああいう場所が非

常に今少ないというような状態で、水保あたりですと、湯野の方であったり、平野の方であったり、

申し込んで利用すると。ただし、地域的な部分があって、やっぱりよそ者は受け入れないみたいなよ

うな、そういうふうなことも少なからず多少はあるというようなことも聞いていますので、やっぱり

そういうふうなふれ合いというか、まずはやってみようかなという場所が各地区にあってもいいのか

なというふうに考えているところであります。 



- 13 - 

 以上です。 

（渡辺敏彦委員）今の関連なのだけれども、みらいろ女子会の方々は、これどこで加工の勉強してい

るのだか、仕事をしているのかなと思うのです。さっき課題として資金とか場所とか衛生面がどうと

かという話あったのだけれども、今の話聞くと、水保とか庭塚、庭坂のほうがいいのだけれども、例

えば福島市の学習センターあっちこっちにあるよね。調理室あるのだけれども、その辺を利用するた

めの物色とか、こうしてほしいとか、福島市としても６次化を進めたいというのは当局の考え方もあ

るものだから、本当に何人かで来て加工したいよと、兼業農家のじいちゃん、ばあちゃんとか嫁様で

もいいのだけれども、そのときに学習センターの調理室を使わせていただきたい、こういったものも

そろえていただきたいですとか、そういった要請すれば、学習センターあっちこっちあるものだから、

非常に普及しやすいのかな。これ自家用になるかもしれないけれども、販売用ではないけれども、そ

の辺の対応というのは、まず女子会どこでやっていて、そういう活動してもらって、あとこれから将

来そういった部分に使う可能性としては、お願いする可能性はあるかどうかということも含めて。 

（菊田浩二参考人）みらいろ女子会174名のうち、６割がうちの女性関係の組合員さんと、あと４割が

一般消費者の方でございまして、場所につきましてはほとんど北信支店の２階の調理室を利用させて

いただいておりますし、あとは費用につきましては、ＪＡの関係組織なので、一応費用につきまして

は全てＪＡのほうの経費、持ち出しでやっていますし、あとは試作とか、今回は銀嶺さんのジャムの

ほうを見たので、食品に関するジャムであったり、パンであったりにつきましては、銀嶺さんのほう

で提供していただきました。あくまでもＪＡの組織なので、一応費用はＪＡ持ち出しということでや

っているところでございます。 

（渡辺敏彦委員）その続きの場所、学習センター借りたいとか何かという思いはありますか。 

（菊田浩二参考人）やっぱり場所につきましては、私も以前、水保の農村の家の４年間管理をさせて

いただいておりました。一応ストーブとか、あとは水道が壊れたり、あといろんな修理していただく

ときにやはり市のほうにお願いをしたのですが、なかなかすぐに直らないというのが現状で、料金的

にも安いので、結構地元の人たちが利用が多く、大体施設管理につきましては市のほうで持っていた

だいておったのですが、年間で大体40万から50万ぐらいの利用料収入はあったのですけれども、やっ

ぱり料金的に安いので、地元の人ばかりというのですか、のほうが利用があって、なかなかやっぱり

他地区のほうからは入ってこれなかったというのが現状です。 

（渡辺敏彦委員）北信支店の２階で衛生面とか何かも含めてしっかり、行ったことないから、わから

ないのだけれども、しっかりしているのかどうかと、今度北信支店になってしまうと、市内全体から

女の人が、女性の方々が来てやるというのはなかなかなじまないと思うのです。今のは水保の話だけ

れども、あと各支店に、改善センターという名前でしたっけか、支店がなくなったところに集会所を

つくったよね。あそこにも若干の台所ぐらいはあると思うのだけれども、あそこでなじめなければ、

さっき言ったように学習センターの調理室なんかいいなと思うのね。そうすると、市内満遍なくそれ
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ぞれの女性、組合員の奥さん方とか、そういう方々ができると思うのね。そうすると、もう少し加工

に対する意識が市内全体的に高まってくるのでないかなと思うのですが、その辺の考え方はありませ

んかって。あると言えば、教育委員会に言って、貸せと言うから。 

（菊田浩二参考人）一応みらいろ女子会というのは、これは個人の応募で募ったわけなので、こうい

うところに入ってくるのはやはりそれを好きな方が大半なので、ただあと地区の女性部というのは、

自分から女性部に入りたいという人もおりますが、大半の方が無理無理というか、少なくなったから、

どうだいみたいな形で、そういうのが多いものですから、なかなかその活動に関しては各地区との交

流というのがなかなかできないのがあって、交流というと、ご存じのように、うちでも年に１度農業

祭というのをやりますけれども、そういうときぐらいとか、あとは年に何度か、家の光大会だったり、

あと通常はやっぱり、私らもよくわからないですけれども、地域間のやっぱりそういうふうな隔たり

というか、あって、なかなか交流がないというのが実情ではないかなというふうに私は見ております。

年々高齢化になって、遠くまで出ていくのが嫌になってしまっているみたいです。足がなかったり、

時間がない、面倒くさいみたいなのが、その話を聞くと。そのみらいろ女子会というのはやはり若い

世代、40から、農協女性部ですと60代のほうはまだまだ若いほうですから、そっちのほうが中心にな

って活動しているかと思います。 

 以上です。 

（黒沢 仁委員）菊田センター長の思いが私に共通するものだなと思いながらお話をお伺いさせてい

ただいておりました。今いろんな方々からお話があったとおり、やっぱり今の地域農業を支えている

のは女子会というか、女性の人であり、あるいは地域の百姓好きな高齢者であり、あるいはそこに携

わっている小規模な農業の人たちが、その直売所がやっぱり地域に根差した部分で活躍しているのが

現状なのかな。そうすると、その地域の直売所で、いわゆる６次化という加工のほうに向かって今進

んでいる状態なのか、直売所で自分のつくったものをそのまま売って、そこで楽しんだほうがいいの

かという流れは、多分おそらくは、つくったものを自分で販売できる。そこに加工、いわゆる農業者

として本当にある意味ではもうかる６次化というのはどこにあるのだという部分がなかなか今の現状

で農業者がしっかりと捉えていられない。だからこそ、漬物であったり、あるいはおにぎりをつくっ

たり、あるいはみそをつくったりしながら、うちの女房なんかも女性部の今支部長やって取り組んで

いるのですけれども、その辺に一つの、小さなロットと大きなロットという部分と地域の農業にどれ

だけ貢献するかといった場合、我々はやっぱり農業者のための６次化であるべきだという部分に今回

の調査を絞っているわけです。そうした場合、費用対効果というようなお話先ほどされましたが、そ

の費用対効果をも含めて、いろんなこういうふうな加工品はおそらく開発過程においてはいろんな調

査なり、いろんな人たちの意見を聞きながら、開発商品として、完成品としてでき上がっていくのだ

けれども、そこに至る農業者ってどれだけ関係しているのかなということになると、その辺、いわゆ

る加工品をつくることによって農業者のメリットって何なのだという、その辺までやっぱりある程度
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突っ込んでいかないと、福島市のいわゆる６次化、いわゆる加工品という部分はなかなか展望が開け

てこないのも事実なのかなという思いはあるのです。ただ、やっぱりそういった農繁期を残した、い

わゆる農閑期の中で、どれだけ農業者の手取りになってくるような、そういうような加工品の開発を

今後進めていかなくてはならないかとなった場合は、その農業者みずからがやっぱり考える力をつく

っていかなくてはならないのかなと。当然サンヨー缶詰さんとか、いわゆる事業者と言われる人たち

との連携も必要ですけれども、そこの中心的な存在にやっぱり私はＪＡになっていただきたい。そし

て、そこを手助けするのが我々行政の役割なのかなという思いで聞かせていただきました。何だか感

想を言って終わりだな。そういうことで、あと特に小規模だか大規模だかわからないけれども、12軒

の農家がその加工にある程度力を入れているというようなお話があったのですけれども、その12軒の

農家というのは、具体的にどのようなことでその加工に結びつけているのですか。ちょっとその辺、

やっと質問できた。 

（菊田浩二参考人）まず、ＪＡといたしましては、私が直販課になったときには、まずこういうもの

ができておったわけですが、農協としましても最近開発しようとしているのは、まずは今まで組合員

さん、農家のほうが開発していない商品というのを最近は目指しております。まず、農協で最近、３

年前ぐらいからしているのはお酒のリキュールであったり、あとはセミドライフルーツ、あとはよう

かんですか、あんぽ柿をつくって入れましたけれども、この辺は農家さんがロット的にも資金的にも

できないというやつで、こういうやつを考えたのですけれども、あとほかの商品につきましては、セ

ミドライフルーツ、これは農協で平成24年に開発をしたのですけれども、平成23年に開発、販売をし

た組合員さんがおりました。これにつきましてもちょっと農家さんのほうからクレームが来ました、

何でうちで先に出しているのを農協で出すのだみたいな。そういうこともございましたし、あとはジ

ュースにつきましても、とりあえずＪＡでも瓶ジュースをつくろうかというようなこと、話はあった

のですけれども、農家、組合員さんのほうで何名か瓶ジュース、900ミリで直売所のほうに出している

ので、これだとバッティングで、やはり農協のほうがどうしても大量生産なので、コストが安く上が

るので、瓶代だったり製造だったりしますと、おおむね大体150円から200円ぐらいは安く仕入れるこ

とができるので、これについても、まずだめだなというようなことで、まずはＪＡとしましては農家

さんがつくれないような、つくらないようなものを製造しようと。あと、それに関連してＪＡで大き

く組合員さんから問題があったのが、直売所で販売しておりますキュウリ、ナス、これにつきまして

ふくしま未来としまして、その前のＪＡからですか、ファームというふうな農場を開発しまして、そ

こでナス、キュウリを栽培しております。そんなことで、東部地区のキュウリの栽培者であったり、

あとはナスの栽培者から、同じものをつくるなというようなことも大分言われて、そういうことをや

っているから、組合員の、農協を守る農協ではなく、組合員、農家を守る農協が農家を首絞めてどう

するのだというふうなお叱りも大分受けているようなこともございましたので、その辺は十分注意を

しながら農協も６次化商品ですね。あと、もう少し誰でも、６次化商品って何みたいな。ですから、
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一応６次化というと、第１次、第２次、第３次を足して６次化というのではなくて、何で６次化とい

うのだいみたいなことで、高齢者の方は、製造から加工、販売までということをわからない人もいる

ので、やっぱり誰でもそういうふうな漬物であったり、梅干しであったり、どういうものかわからな

いですけれども、簡単につくれる場所の提供と、あとは多少なりの資金援助というのですか、こうい

うふうな、したい人には例えば全額ではないですけれども、５万円なり10万円なりの助成金、ちゃん

と申請をして販売すればありますよみたいなことを幅広くＪＡでもやっていけたらいいかなというふ

うには考えています。 

（斎藤正臣委員）ご説明ありがとうございました。 

 お話の中で、商談会のほうに出かけて、６掛けで卸してくれというような話で、なかなか商談に結

びつかなかったというようなお話、ご説明ありましたけれども、道の駅、その話は多分デパートとか、

そういう大手の業者さんかと思うのです。例えば道の駅に卸す場合というのは、これはもちろん一律

ではないと思うのですけれども、大体どれぐらいの掛け率といいますか、で卸せるものなのですか。 

（菊田浩二参考人）私も、国見の道の駅ができまして、一応見に行ったのですけれども、基本的にＪ

Ａで販売しているものにつきましては、農家、委託の方が一応自分で好き勝手に値段をつけます。そ

の値段につきましては、スーパーいちいで販売しているやつを参考にして、直売所の価格をつくるラ

ベラーのところにある程度情報提供として、きょうはキュウリ３本で100円ですとか、そういうふうな

ことでやっておりまして、一応農協につきましては15％の手数料をいただいております。例えば組合

員の方が100円でキュウリを出せば一応15円、15％、加工品であれば20％いただいております。とりあ

えず私、国見のほうの道の駅で、農家の人にちらって聞いたら、手数料はＪＡよりも高く取られてい

るのだと。しかし、道の駅のほうがＪＡよりも商品の単価高く出しているので、元は取れるというふ

うな話は聞いております。 

（斎藤正臣委員）今のは、国見のお話ということで、よくわかりました。これは、ほかの道の駅、例

えばＪＡふくしま未来さん管内のいろんな道の駅あると思いますし、国見だけではない、ほかの道の

駅にも６次化商品も含めて卸していると思うのですけれども、これは国見、今国見の例を挙げていた

だきましたけれども、やっぱり国見は結構お高目で、ほかはそれほどでもないというような、そうい

う感じで捉えてよろしいでしょうか。 

（菊田浩二参考人）全体的にうちのＪＡとしましては、道の駅には全然取引がないのですが、一応こ

の間、道の駅つちゆの店長さんとちょっと商談会でお会いしまして、うちのジャムについてちょっと

興味を持たれまして、ぜひサンプルをいただきたいということで、４月か５月にお伺いしますという

ようなことでちょっとお話をしまして、そのときに手数料関係等、ああいうところは買い取りではな

く委託で、売った分だけ毎月毎月お支払いしますというようなことで、手数料につきましては国見よ

り少し高い金額でいただくというような、おおむねそんなお話をいただきました。 

（斎藤正臣委員）ここらさんという物販の直売所さんがあって、道の駅という話になるとなかなか、
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商売がたきではないですけれども、難しい部分があるのかなとは思うのですけれども、例えば生産者

さん、６次加工をされている方であったりからの需要というのは、道の駅に置きたいのだけれども、

ちょっとつないでもらえませんかみたいな、そういった需要というのはどういうふうに把握されてい

ますか。 

（菊田浩二参考人）やはりうちの管内も高齢者の方が多いので、取引をした場合に搬入から残ったも

のの引き揚げまで全て自分でやらなくてはいけないものですから、あと手数料がやはり高いので、量

的にそんなにやはりはけるものではないというようなことと、あとあそこを上って、道の駅つちゆを

下がっていくと八百屋さんが左側にあるので、やはり道の駅つちゆのところは余り入れたくないとい

うのが。あっちは、やはり去年からことしは高かったのですけれども、大根１本100円、白菜１本100円

というようなことで販売しておったので、ことしはかなり高いのですけれども、やはりその運搬であ

ったり、あとは商品引き下げであったり、そういうことを考えるとやはり道の駅つちゆはちょっと手

を出しづらいかなというふうなお話でございました。 

（斎藤正臣委員）最後なのですけれども、さっきピューレの話が出たので、ちょっと伺いたい。サン

ヨー缶詰のほうにモモのピューレがストックしてあってというようなお話。そのピューレを６次化商

品というのか、それは梅干しとかと、漬物とかと一緒で加工品というのか、その辺なかなか難しいと

は思うのですけれども、そういう業務用向けのそういうピューレで冷凍保存ができるような、瓶とか

に入れない、真空パックにしてそのまま卸すような形だと思うので、そんなに包装の価格も抑えられ

るような形で、例えば大手の加工業者であったりとか、レストランとか、パティシエさんとか、そう

いったところに結構引き合いあるのではないのかなと私個人的には思うのですけれども、そういった

ものを６次化商品、あるいは加工品なのかな、わからないですけれども、そういった形で販売すると

いうような需要と供給みたいなのというのは、どのように捉えていらっしゃいますでしょうか。 

（菊田浩二参考人）とりあえずモモですと大体７月から始まって、とりあえず９月の中旬ぐらいまで。

ナシですと８月の上旬からやっぱり９月いっぱいだというようなことで、一応収穫するのですけれど

も、一応うちのほうで、サンヨーさんの製造の関係で、もも、なし、りんご日和につきましても一応

２月末から３月上旬につくります。商品のためには年２回つくったほうがいいのですけれども、なぜ

かといいますと、高速道路であったり、あとは売店ですと、３カ月前までの賞味期限がないと、もう

仕入れてくれません。あと１カ月というと仕入れてくれないので、そういうふうな関係上、一応７月

にモモのネクター、農協から入ったやつをすぐに、量的に大体１回で3,000缶です。190グラムの缶ジ

ュースが１回で3,000缶つくらないとサンヨー缶詰さんでロットとして乗っけてくれないので、今まで

原料をためて、もも、なし、りんご日和というのを２月末から３月に製造しておりました。それにつ

きましては、うちのジュースをつくるための原料ストックということで、販売目的にしていたわけで

はないので、そういうふうに約半年ぐらい要冷蔵で、一応原料確保というようなことで。うちの場合

は、どうしても濃縮還元なので、そういうピューレではないと昔ながらのネクターといいますか、ど
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ろどろ感を出せないので、しかし最近につきましては、一番売り上げあるのが桃の恵み、ストレート

ジュースで、非常にさらさらとして飲みやすいと。一番ヒット商品でありまして、これは伊達地区の

ものなのですが、やはり福島地区のやつについては濃縮還元なので、どろどろして、昔のネクターみ

たいで、大変失礼ですけれども、高齢者の方には人気ありますが、世代の若い方にはまずいと言われ

ます。 

 以上です。 

（斎藤正臣委員）今のは、多分ＪＡさんがピューレをつくってサンヨー缶詰に売るという話だったと

思うのです。それは、ロットの大きい話なので、その２業者しかなり得ない話、この辺でいうと。だ

と思うのですけれども、例えば６次化をちょっとやってみたいなという方が、例えば僕ここらの黒岩

店ってよく使うのですけれども、ビーツとか結構あるのですよね。その生産者がボルシチをつくるの

は大変ですけれども、ビーツのピューレをつくって販売することって全然できるはずですし、はっき

り言ってレストランであったりとか、そういう業者からいったら完成品、ボルシチよりはビーツのピ

ューレを買ったほうがいろいろ汎用性があって、ソースにもできるし、実際ボルシチもできるでしょ

うし、いろいろ使い方ってあるし、そっちのほうが引き合いはあるのですよね。これは、一般消費者

向けではなくて、業務用にはなってしまうと思うのですけれども、そういう需要とか供給の部分、Ｊ

Ａさんとサンヨー缶詰さんがやっている以外のもう少し小さいロット、誰でもできるような、そうい

うような加工のやりとりというのですか、販売の。製造、販売の取引について、需要と供給について

教えていただければと思います。 

（菊田浩二参考人）まずは、昔は、説明の中で話したと思うのですけれども、農協に加工場というの

があったのです、共選場の脇に。ジュースを絞る機械、これは１台40万円ぐらいするのですけれども、

大体年２回そのする機械の刃をかえます。ちょっと私の記憶の中では、１回かえると刃が２万円ぐら

いするのです。それで、台数が置けないものですから、一応申し込み順で、大体昔は１カ月ぐらいと。

それを農家の方は、モモであればモモを洗って、その機械にかけてジュースを絞って、瓶詰めをして、

熱して、あとは王冠ですか、ふたをしてつくるということで、10本でも20本でも。それをとりあえず、

昔は余り商品化をしておりませんでした。やはり衛生食品法であったり、衛生表示法、ラベル法であ

ったり、まだその時代のときは余りこういう６次化商品というのが一般的に広まっていなかったので、

親戚に上げたりとか、あとは自分で飲んだりとか、そういうようなことで販売はやっていなかったの

ですけれども、やはりその効率、あとは農協としましてやはりその事業に成り立たないのです。１回

幾らなのですけれども、１回午前中1,000円、あと１日で2,000円ぐらいの利用料でやっていたのです

けれども、その機械なり修理したり高いものですから、効率が合わないと。あと、一部のしか、大き

い農家さんしか使わないので、一応その事業については、もう何回か、何年か引っ張ったのですけれ

ども、まずはもうやめてしまったというようなことで、その後、それにかわる農協としての対策は一

切なかったということで、ですからやはり年々ＪＡとしても、よく言われるのですけれども、組合員
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離れというのですか、やはりそれを大きくなればなるほどきめ細かな対応、末端までの対応ができな

いみたいな形で今進んでおりますので、やはりそういうふうなきめ細かな、大きい農家から小さい組

合員さんまで平等にやれればいいのですけれども、ＪＡとしましては、組合員皆平等という形で運営

はしているのですけれども、なかなかその辺まで行き届かないというようなのが現状なのかなという

ふうに私たちは見ております。 

 以上です。 

（山岸 清委員）このお酒、こだわって聞くわけなのですが、私は清水、ここら清水にたまに行って

ソフトクリームなめたり、あと納豆だとか豆腐買ってくるのですが、酒置いてあったのを見なかった

のです。だから、酒免許が、これは免許、この販売店はみんな免許を取得されていますか。 

（菊田浩二参考人）ＪＡのほう、酒卸のほうに申請をしまして、各店舗に必ず１人ずつ酒の卸業の講

習会を取得した職員並びに臨時社員のほうを配置させております。 

（山岸 清委員）では、今酒は展示になっていますね。 

（菊田浩二参考人）ええ、なっています。 

（誉田憲孝委員）ありがとうございました。 

 （３）の販路についてということなのですけれども、楽天ということで、今どき風でネットでの販

売というのもなさっているということなのですけれども、ネット販売するにあたって、いろいろ物が

世の中、物すごくありますので、注目していただいて大変ですけれども、手軽にできるということで

楽天ということなのだと思うのですけれども、こういうネットを使ったら、ヤフーとかもそうですけ

れども、とにかく結構お金がかかるということで、大きなところは使いやすいですが、個人なんかは

使うの大変ではないかなと思うのですけれども、その辺の楽天での活用した状況について、もう少し

教えていただければなと思うのですけれども。 

（菊田浩二参考人）このインターネット販売につきましては、もともと伊達地区のんめーべさんがや

っておりましたので、それに乗っかったような形で、一応合併しましたので、とりあえずなかなか私

のほうとしましても、出店はしたものの、やはり販路拡大には至っておりませんで、年間20万円から

30万円ぐらいの間のお取引ぐらいしか来ておりません。 

（誉田憲孝委員）なかなかそれで難しいと思うのですが、そういった中で伸ばすためにはどういう商

品が売れるのかなとか、どういうニーズがあるかなというのはやっぱり調べなくてはいけないかなと

思うのですが、先ほどお話しになっていたジャムのりんごシナモンなんかですと高齢者に人気と、都

内のほうでなんていうことでおっしゃったのですが、おそらく高齢者に売れるようにつくったわけで

なく、多分たまたま売っていたら売れたかななんていう感じだと思うのですが、その辺の６次化に対

するリサーチですとか、マーケティングのそういった戦略的な調査とか、そういったのというのはど

んな感じに行っているというのが現状なのでしょうか。 

（菊田浩二参考人）これにつきましては、なかなか実現しないで、昨年度も一応６次化商品、どんな
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ものがというか、どんな加工品がお望みでしたかとか、あとはどんな果物が好きですかというふうな

文書まで私つくったのですけれども、私も去年直販課というところに来て、１年で部署がかわってし

まったものですから、そのままの状態で、ただ一応私もあっちこっち10回ほど商談とか行かせていた

だいたので、口頭ではありますが、幅広い年代で聞き取りというのですか、どういう商品がお望みで

すかみたいな形で、直接、紙面等で一応そういうふうにアンケートを調査したということはなくて、

なかなかアンケートを書いてくださいと言うと、１項目、２項目でしたらいいのですけれども、10項

目ぐらいつくってしまうと面倒くさいみたいな形で、いいですみたいな形で、なかなかやってもらえ

ないというような状況もありますので、なかなかそういうふうな実現まではいきませんでした。 

（渡辺敏彦委員）最後に１点。一番最初、風評被害払拭というような話もありました。私の思いなの

ですが、生食よりも加工したほうが放射能の騒ぎとか何か少ないのでないかなという思いがあって、

６次化についていろいろやっていったほうが福島の風評被害払拭につながるのかなというような思い

があったのですが、丸７年たちました。去年行ったばかりだから、７年間の経過という部分では多分

わからないかと思うのだけれども、東京あたりにも我々、荒川区に行ったりするのだけれども、震災

から２年目ぐらいでも、向こうのお母さんら何も、ばあちゃんらというのかな、放射能どうのこうの

って一つも何にも言われないで買ってくれるのね。市場関係とか何かだと、いろいろ言われるケース

があって、値段引くとかという話になるのだけれども、この７年間で、生食の部分の風評被害という

のかな、そういったものの動向、あるいは加工品についてはジャムとか何かつくって、東京にも行っ

ていると思うのだけれども、その辺の変化というのは何か感じる部分というのはありますか。生食と

加工の差でもあるし、あとは生食の今までの７年の流れ、加工品の７年の流れで、何か変わってはき

ているのかね。 

（菊田浩二参考人）まず、生食につきましては、７年前から昨年あたりを比較しますと、モモ、リン

ゴですと大体長野県と一緒の同時期に出荷になります。一応品種異なるので、あとは等階級の比率が

違いますと平均単価も違ってまいりますが、おおむね去年あたりで、長野と比較すると、やっぱり五、

六十円ぐらいのキロ当たりの単価差は。それ以前ですと、震災後でありますと、やはりキロ当たり150円

から200円ぐらいの差があったと。スーパー関係でも、大きいイオンさんあたり、あの辺は大体震災後

４年目ぐらいから福島産のモモを扱うようになりまして、今は通常に扱っているところであります。

あと、野菜関係、果物関係でも、市場のほうに行きますと、もう今はトップセールス、さらには市場

の売り込みやっておりますが、去年、３年前ぐらいからですか、ほとんど市場関係者、仲卸関係者の

方は、これだけ福島は放射能検査、モニタリングもしているので、ほとんどの仲卸さんは、どうなの

とかいうふうなことは聞かないのですけれども、やはり通常のときよりもちょっと安いかなと。なぜ

安いのかというふうな感じなのですけれども、その一部の消費者の方に、やっぱり福島県産のはだめ

だと、一番身にしみたのが、福島管内で10くらいの保育園にお米のほうをＪＡで卸しておりましたが、

保育園の役員さんの方につきましては地産地消を進めたいのだけれども、保護者の方が福島県、福島
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市産は使わないでというようなことで、私も以前、４つの保育園からお米の供給をカットされたこと

がございますし、あと加工につきましては、それほど、またふくしま未来として年間9,000万円ぐらい

の売り上げなので、そのうち半分ぐらいがジュースなので、ちょっと加工品についてはまだどうなの

かなというようなことで、明確というか、不透明な部分が多いのかなというふうに思います。 

 以上です。 

（佐々木優委員）どうもありがとうございます。 

 （２）のＪＡから見た６次産業化の市内の状況についてというところで、生産者が６次化に取り組

むにあたっての問題点というのが幾つか出されていたのですけれども、さっきも後藤委員さんのほう

からも話があって、どういう応援があったらいいですかというところで、例えば小口の使いやすい資

金があったらいいなという話が出たのですが、全く同じような取り組みをほかの自治体でやっている

のを私たちも視察に行って聞いてきたので、すごくそれはやっぱり使えるし、必要なのだなというこ

とを認識したのです。そして、実際高齢化が進んで、ほとんど６次化までいくという人がなかなかい

ないという現状もすごくわかって、みらいろ女子会の皆さんとのタイアップみたいな、農協としての

タイアップとかだったらちょっと可能なのかなって、ここが何かキーワードなのかなというふうにも

思ったのですけれども、この先、みらいろ女子会の皆さんと、例えば雇用なんかも含めたそういう加

工の現場をつくっていきたいというような方針は、多分ないと思いますけれども、もしそういう、あ

ったらいいなという願いとか、そういうものをもし持っていたら教えてほしいなと思うのですけれど

も。 

（菊田浩二参考人）まず、一応みらいろ女子会の前身は各地区の女性部であったり、婦人部であった

りで、ＪＡにおける女性部というのはほとんどが60歳以上、私らＪＡに入ったとき、老人会ではない

のかなというふうな感じで見ていましたが、高齢化が進んで、ほとんど組織活動がございません。組

織活動というのは、家の光大会の踊りであったり、そういうふうなことぐらいで、そういうようなこ

とで、ＪＡ側としても、そういうふうな活動で活性化が見られないので、これはまずいよと、女性活

動に関して。そういうようなことで、企画会議のほうで、私思うところに、そういうふうな組織の新

しい設置をして、やっぱり女性活動をもっと積極的に、前向きにしていこうというのが一番ではなか

ったのかなというふうに考えますし、また今後、やはり先ほど言いましたように、食と農に興味のあ

る方が自由に加入できるということで、174人ですか、半分以上が組合員さんなのですが、やはりこれ

に関しても農協の女性部にかわる組織として、やっぱり活性化であったり、あとはいろんなものを取

り入れたりして、今後農協のほうとしては、女性の活動もそうでありますが、そのほかに、みらいろ

女子会についても積極的に資金であったり、あとは場所提供であったり、していくのではないかなと

いうふうに考えますし、高齢化の進む中で、やはりなかなか個人でやると、もうけようというふうな

ことを考えますと、６次化はロット的な問題もあるし、マーケティングもあるので、個人の農家だと

やはり福島市でも十数軒ぐらい、大きく事業をやっていて、お金の資金力がある、さらには若い後継
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者がいるような方々ばかりなのですが、そういうふうな組織団体で、では一緒にやってみないかとい

うような、そういう場所があれば今後ふえると思いますし、先ほど言いましたように、まず資金の問

題であったり、労働力であったり、そういうようなものをやっぱり全部一遍にクリアというのは難し

いので、そういうふうな場であったり、サークルであったり、あとは女性部を主として、ではどこど

この女性部でつくってみないかいみたいな形があれば、もっと参加者もふえるのではないか。ただ、

６次化というと、お金かかる、パソコンわからないとかという、そういうふうになってしまって、皆

さん農家の方はもう引いてしまって、なかなか一歩が踏み出せないというのが現状ではないかなとい

うふうに考えております。 

（佐々木優委員）直売所が始まったのって、女性が朝市をやっていたのがそもそもの始まりだったと

思うのです。なので、福島市としてもそういう女性の活動に少し手をかしてあげて、そこからさらに

事業が伸びていって、例えば福島の農産物を使った本当に喜ばれる加工品がつくられていく可能性も

あると思っているのです。なので、ごめんなさい。これも質問ではなくて私の意見です。なので、そ

のみらいろ女子会の皆さんの活動なんかも注視をしながらというか、一緒に何かやれることがないか

なということをちょっと考えていきたいなというふうに思っています。福島市も、例えばその資金の

援助とか、よその実際にやっていることをやってみるとか、その勉強会、何か学ぶことが必要だとい

うこともお話あったので、やっぱり勉強会も必要なのだなということがきょうわかったし、そして多

くの人にお知らせするって大事だと思っていて、農家の組合員だけではなくて、市民の皆さんにお知

らせをして、そういう加工の仕事がやってみたいという人にお知らせするのも大事だなと、きょうち

ょっとお話を聞いて、考えました。ありがとうございます。済みません。意見です。 

（石原洋三郎委員長）そろそろ１時間半ほど経過したところでありますが、ほかにございますでしょ

うか。 

（佐久間行夫委員）ちょっと１点だけ。直売所に、ここらに出しますよね、農家の方が自分で値段を

つけて。あれって売れるときは、生産物って同じ時期にいっぱい直売されますね。あれ売れ残ると返

されるのですけれども、あの部分まで農協で加工に回すというのは可能なのでしょうか。その点はい

かがですか。これから道の駅もできると、一番の最盛期には十分足りるのですけれども、冬なんか農

産物少ないときは、そっちにためていただきながらやるなんていう可能性があってもいいのかなと私

は思ったのですが、いかがですか。 

（菊田浩二参考人）とりあえずＪＡに出しているものにつきましては、全てあそこに展示しておける

決まりがありまして、私も今までは何とも感じていなかったのですけれども、最近毎日その返品物を

見させていただいているのですが、一応いろんなことで再利用ないかなということで、例えば野菜で

すと一番健康にいいのが青汁、あとパン屋さんになんかも、銀嶺さんになんかも、ホウレンソウ入り

のパンつくられないのかとか、そういうふうな提案はしているのですけれども、やはりなかなか一歩

前に進めなくて、ルールの中で決まっているので、一応２日、ホウレンソウですと、たしか２日でし
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たか、２日たったやつにつきましては一応返品と、それについてはＪＡで勝手に、再利用なり、どう

のこうのするというふうなルールがないものですから、その辺は人間が決めるので、一応そういうふ

うな使い道があれば。ですから、ほとんどの返品物については農家の方は持ち帰って廃棄とか、あと

は自分の家で食べたり、せっかくつくって出品したやつもったいないというふうに私も見ております

が、何らかの、例えば農協で、旬楽里というふうな、隣にあるので、では半額で、健康食の青汁ジュ

ースを使うから、それに回ったものについては半額で買い取ってもいいですかとか、そういうルール

が明確になれば、一応そういうことも解消できるのではないかなというふうに私も見ております。 

 以上です。 

（佐久間行夫委員）ぜひご検討お願いいたします。 

（石原洋三郎委員長）それでは、もうよろしいでしょうか。 

     【「なし」と呼ぶ者あり】 

（石原洋三郎委員長）以上で質疑を終了いたします。 

 この際、参考人のＪＡふくしま未来福島地区センター長、菊田様には、委員会を代表して一言御礼

を申し上げたいと思います。本日はお忙しい中、経済民生常任委員会のためにご出席を賜りまして、

また貴重なるご意見を述べていただきまして、心から感謝を申し上げるところでございます。私自身

の感想にもなるのですけれども、つくったものを売るのではなくて、売れるものをつくっていくとい

うことが大切であるというお話であったり、あるいは女性を中心に情報収集ということで、女性の会

を立ち上げられておられたり、あるいはリピーターをつくっていくためにも子供からご年配の方々ま

でのさまざまなご意見を重要視されていたり、また市内におきましてはふれ合い場所が少ないので、

試作する場所を今後課題としていったほうがいいのではないかとか、あるいは加工の機会というもの

が大事であったりとか、またＪＡで取り組まれるのは個別農家が取り組むものと重ならないように、

ＪＡとして個別農家を大事にしながら取り組んでいくという姿であったり、またアレルギー物質に対

するラベル表示等の対応も重要で、安全安心な取り組みというのはもちろん大切であるというような

お話もあったかと思います。ほかにもさまざま細部にわたっていろいろご意見、ご指導いただきまし

て、各委員もそれぞれ本当に参考になる、心に響くご意見があったと思うところでございます。本日

は、さまざま貴重なるご意見を賜りまして、本当にありがとうございました。 

 それでは、以上をもちまして、ここで暫時休憩としたいと思います。 

               午後３時48分    休  憩 

                                              

               午後３時56分    再  開 

（石原洋三郎委員長）それでは、委員会を再開いたします。 

 以上で本日の参考人招致は終了いたしました。 

 それでは、本日の参考人招致の意見開陳を行います。 
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 本日聴取した項目に関してご意見のある方はお述べください。 

（後藤善次委員）印象に残ったことを述べたいと思うのですけれども、まず商品のブランド化という

ことで、知名度を上げるためにミスピーチの活用を大いに、もう少し活性化したいというようなこと

はおっしゃられていました。それから、資金の援助方法については、お年寄りの方はなかなか手が出

せないというようなこと、逆を返すと、若手農家と女子会への６次化への助成というのが必要なのだ

というふうに言われていたのかなと。あと、水保農村の家の使用方法に準ずるような使用方法がとれ

る場所の提供をもっと検討していきたい、そんなようなことに印象を持ちました。 

（石原洋三郎委員長）では、せっかくですので、時計回りで。 

（黒沢 仁委員）さっき言った６次化商品に農業者がどういうふうにかかわって、どういうふうにそ

の農家の手取りにうまく結びついていくかといったら、なかなか農家自身がその６次化に積極的に取

り組むという部分にはやっぱり勇気が必要だし、やっぱり一番は手取りになる、もうけになるという

ことに主眼を置けば、なかなか厳しい状況下なのかなという思いはあります。ただ、６次化のいわゆ

る市町村戦略の中においても、国のほうのそういった補助金の部分というのは、直売所とか加工場の

建設についてはあるから、行政とすればやっぱりそういった国の補助メニューとか何かを十分に活用

しながら、今あった、やっぱりＪＡさんとの連携をして、農業者がどれだけその６次化にかかわるこ

とによって農家の手取りをふやしていくかというところに主眼を持って活動していくことが今後の課

題になってくるのかなという思いです。 

（渡辺敏彦委員）農家の所得向上という考えで見ると、ネクターとか何かも含めた中で、加工品をつ

くっているわけでないのだよな。缶詰とかは加工品のモモをつくっているけれども。そうすると、は

ね物をどう処理するかということを考えると、捨てるやつが加工品になっているということを考えれ

ば、これは所得向上につながっているのでないかなという思いはあるのね。ただ、もっともっといい

加工品をつくって、生食のものを逆に引っ張っていくような品物にしなくてはならないのかなと思う。

それをつくることによって、例えばモモとかリンゴでも、この加工品すごいから、本物はもっとすご

いのでないかなと思われるようなことをやっていかないと、本当に加工だけで終わってしまうのかな

というような思いがある。それは、当然ロットの、ブランド化するということになるとロットの問題

も出てくるから、その辺、加工品がうんともうかれば良いのだけれども、多分生食のほうがもうかる

のでないかという思いはあるのね。だから、逆に生食を引っ張るための加工、６次化に向けたほうが

無難でないかなというような思いはありました。あと、課題残ったのが、さっき言ったＪＧＡＰとＨ

ＡＣＣＰの問題については、多分これ加工云々とかの問題ではないと思うのだけれども、総合的に考

えていかなくてはならないのかなというふうに思いました。あと、さっきいろいろ提言しながらしゃ

べったけれども、忘れてしまったから、あとまた別な機会にでもお話しさせて。 

（誉田憲孝副委員長）私は、まずこの資料にも載っている商品になりますけれども、63品目で約9,000万

円で、半分がジュースでやっているということだったのですけれども、先ほど楽天のほうの聞いたと
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きに、実に20万円ぐらいとか、全然ちょっと意外な数字を聞いたわけですけれども、そこで聞いたの

はいろんなリサーチについてとか、マーケティング調査等々、そういった部分を聞いたところ、なか

なかやっていないような話でありましたので、ただきょういらっしゃった方が余り把握していないだ

けだといいななんてちょっと祈る思いで聞いたのですけれども、ただ実際これだけのカタログをつく

って販売しているのも事実ですから、その辺の内容をしっかり精査していただいて、そういった持ち

得るＪＡの情報というものがしっかりあるとすれば、それをやはり生産者とか、あるいは市にも共有

していくことができればなというふうに思いました。あと、そういった調査とかがしっかりできてい

ないということは、今渡辺委員もおっしゃったような、だめなものを使っているという観点からして

も、それをより価値のあるものとして、いいお金で戻してあげようという何か気持ちが余りないのか

ななんていうふうにも思うと、ちょっと複雑なところでありました。 

 以上であります。 

（山岸 清委員）俺は、渡辺委員がいみじくも言った加工品が生食を引っ張るという、これは花観光

の花見山に来た、いつも俺言うのだけれども、お客さんに、そのときは、花も実もある福島だけれど

も、その花見を見に来るときは花しかないのだから、やっぱりそのときジュースのちょっとした瓶で

も、うまいなと、生食はどんなものだろうなという期待を抱いて、また秋にも来てもらうというのは

いいななんて思ったものですから、そこらをこれから６次化において深めていきたいと思っています。

あとは正副一任。 

（佐久間行夫委員）センター長の話、最初の話はよかったのね。売れるものをつくらなくてはいけな

い。きちんとした調査をした上で、リピーターができるような商品、売れるものをつくらなくてはい

けないと言った。そしたら、どんな調査しているのですかって、その調査からどんなふうなヒントを

得てつくったのですかと言ったら、その辺は全くないみたいで、ちょっと残念だったです。それで、

農協そのものが、共選場で出た、はね物といえばはね物、箱詰めできないものの範囲内で加工してい

ると、捨てられないから、加工して売っている範囲からまだ脱していないなと、積極的に、渡辺委員

が言うように、この商品売れるから、はね物ではなくて、ちゃんと製品で６次化を産業として農協が

取り組んでいるところまではまだまだちょっと道のりが遠いのかなと。やっぱり今できている生食を

中心に考えているのだなというふうに感じました。 

 以上。 

（佐々木優委員）個別の農家が６次化をするというのはやっぱり大変だという認識を持っていらっし

ゃったのと、あとそれからその一方では、例えばスイーツフェスタとか、アオウゼでやった商談会に

は若い人しかいなかったというお話があったのですけれども、例えば農家は本当に生産だけでも今精

いっぱいの状況にあると思うのです。なので、そういう農家は農家でそれで精いっぱいだとすれば、

やっぱりその６次化をする別の、農協は農協で、大きいロットでやるならやっぱり農協みたいに大き

いところでないとできないなと思いますし、ちっちゃいロットでできる、例えば法人なんかもあった
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ら、すごく福島のものを使った自慢できる商品ができ上がっていくのではないかなというふうに希望

を持つのですけれども、それに踏み出すためのきっかけがやっぱりなかなか見当たらないというのも

あると思うし、そこをどうにか応援できないかなと改めて思いました。資金の面でもそうですし、や

っぱり学ぶところ、一連のマーケティングだとか、衛生管理だとか、そういう全てのことに関連して

何かサポートが福島市でできないかなというのをちょっと、何かはっきりはわからないですけれども、

そこが必要なところかなというふうに思いました。 

（斎藤正臣委員）僕は、大笹生道の駅が６次化商品をつくっている人たちに対してどういう施設であ

るべきなのかというところ、農協さんを通してそこに出荷をしても、商品を置いてももうからない、

マージン取られて。では、やる意味ない。でも、農協さんを通していない、それ以外の方たちもたく

さんいるわけですよね、加工業者さんも含めて。そういった方たちのための道の駅であるべきなのか

とか、正解はわからないですけれども、その辺をもう少し考えていかなければいけないのかなという

ふうに思いました。 

 以上です。 

（石原洋三郎委員長）では最後に、私なのですけれども、女性農業者の会が174名いらっしゃるという

ことだったのですけれども、半分以上が何か組合員ということだったのですが、そうすると半分以外

はＪＡ関係ではない方がまざっているのかなと思ったのですが、例えばやっぱり意欲のある人が参加

をできるような場をつくっていくということが市としても重要なのではないかなと思った次第であり

ます。一般の方々への今幅広い案内とか、６次化に対する講習会を取り組んでいるということもＪＡ

さん言っていたので、市としてもそういう幅広く一般の人を対象とした６次化に対する意識の醸成と

いうのが大切だと思った次第であります。 

 あと、加工機械の話もありましたが、気軽に水保のような形でふれ合いをしながら試作する場所が

あったほうがいいのではないかなと、台所とか調理場とかが少ないという話もあったので、そういっ

たところも意識していったほうがいいのではないかと思った次第であります。 

 また、アレルギー物質に対する対応というのは、やはり個別農家にとってみればなかなか取り組み

が難しいところでもありますし、ラベル表示のこともそうでありますが、そういったところも市とし

て取り組んでいく必要性があるのではないかなと思いました。 

 また、リンゴとシナモンの未来彩ジャムが賞に入ってしまったために、ＪＡとしてはことし生産す

るべきかどうか悩んだというような話もあったのですが、例えば個別農家に関してもそういう事例と

いうのはあるのではないかなと、やはり原価が高いから、継続性が難しいとか、売れないと思ったも

のが実は売れるような商品も実はあるのではないかなと。だから、そういう商品、小ロット商品とい

うものがやはり、マージンの話にもなってしまうのですけれども、マージンが余り多く取られなけれ

ば、なかなか売れる、ある程度は売れやすいような環境もあると思うので、例えば道の駅とか、そう

いう、四季の里でもそうなのでしょうけれども、販売できるような場所があったときに、なるべく経
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費がかからないような支援というのも市としては重要ではないかなと思った次第であります。 

 また、ミスピーチの話もあったのですけれども、そういうＰＲ方法というものも今後考慮していく

体制というものが必要なのではないかなと思った次第であります。 

（渡辺敏彦委員）売れる品物、売れるものの中で、きょう、来年から福大できるのだけれども、産学

官連携ではないけど、福大の話は一つも出さなかったね。学校とどうなのだって、まだ来年からだか

ら、あれだけれども……。 

（佐久間行夫委員）そういう聞き方していたのかい。そういう聞き方していた。 

（黒沢 仁委員）調査の内容に入っていなかったのだね。 

（佐久間行夫委員）調査には入っていない。 

（渡辺敏彦委員）入っていないからね。ただ、そういったことも含めて、売れる品物だったらば、我

々年配者が考えると、さっき言ったように、既存の考え方だから、多分売れると思ったら売れなかっ

たりする。若い大学生とか何かだったらば、とっぴなことを考えるから、おもしろいな、そういうこ

とも含めて、これからの来年の福大の学部増設の中でいろいろ研究していかなくてはならないとかっ

て書いておくと格好いいかもしれないね。意見としてね。 

（黒沢 仁委員）結局今渡辺委員言ったのもっともなのだけれども、結局ＪＡの補助事業なくなると

ＪＡ全体での支援になるから、ＪＡふくしま未来ばかりでこうだ、ああだとは言えない立場なのだよ

ね。だから、県全体の圏域の中で福大のあれってブロックごとにこうやる、ああやるというようなこ

とで、なかなかその辺、こっちから本音を引き出そうとすれば大変だから、ＪＡ本部あたりと連携を

してとか、うまく。 

（渡辺敏彦委員）売れるものということから考えると、そういうのも大切だなと書いておいてくださ

い。 

（石原洋三郎委員長）ほかございますでしょうか。 

     【「なし」と呼ぶ者あり】 

（石原洋三郎委員長）ほかになければ、次回の委員会で、本日いただきました意見のまとめを行い、

委員長報告についてもあわせて協議をしてまいりたいと思います。 

 そのほか委員の皆様から何かございますでしょうか。 

     【「なし」と呼ぶ者あり】 

 

（石原洋三郎委員長）なければ、以上で経済民生常任委員会を終了いたします。 

               午後４時13分    散  会 

 

 

                         経済民生常任委員長  石原 洋三郎 


